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ND育友会総会開催のお知らせ
開催日：2026年6月28日（日）　場所：京都ノートルダム女子大学

出席お申込み
ご欠席委任状について

受付開始
第1部 ND育友会総会
第2部 個別相談会（一組15分程度）

12：30
13：00～14：00
14：00～16：00
皆様のご参加をお待ちしております。ご出席の場合、第1部、第2部の
項目選択をお願いします。残念ながらご欠席される場合は、フォームよ
り委任状提出のご協力をお願いします。
総会資料につきましては、ＮＤ育友会ホームページ内で期間限定公開
予定です。お手数ですが、パスワードをご入力後ログインし、ご確認くだ
さい。お申込みフォームからも閲覧可能です。アクセスできない場合は、
事務局までお問合せくださいますようお願い致します。

受付期間：2026年6月2日（火）～16日（火）
右記二次元コードからお願いします

https://forms.gle/4ZKuk2sNZRAeGtVv7
資料閲覧パスワード ： ikuyukai2026

ご連絡・お問合せ
京都ノートルダム女子大学ND育友会事務局
（総務企画課内）　
電話：（075）706-3700（月～金9：00～17：00）　
E-mail： ikuyukai@notredame.ac.jp

2026年度ND育友会役員

ここでしか経験できないこと、NDだからこそ見える景色を楽しみにしています♪

会　長 北庄司 智美　現代人間学部生活環境学科 4年次生

娘と過ごす残り少ない時間をノートルダムで過ごしたいと思います。

副会長 田中 由紀子　現代人間学部生活環境学科 3年次生

子ども達の大切な学生生活を側で見守る幸せに感謝です。

監　事 喜多 智子　現代人間学部心理学科 2年次生

それぞれのキャンパスライフが豊かになるよう応援します。

理　事 馬場  巌　社会情報学環 4年次生

受け継がれてきた伝統を大切に、学生生活の一助になればと思います。

理　事 境谷 貴子　現代人間学部心理学科 4年次生

学生の皆さんが最後まで楽しい大学生活を過ごせるようお手伝いしていきたいと思っています。
理　事 堀部 佳子　現代人間学部生活環境学科 3年次生

こどもが夢に向かって充実した大学生活を送れるよう応援したいと思います。

理　事 上林 優　現代人間学部こども教育学科 3年次生

NDでの今、この時を楽しみましょう！

理　事 中西 哲哉　現代人間学部生活環境学科 2年次生

2026年度ND育友会評議員
山下 　　央
横江 　由美
水嶋 　忠雄
植松 まゆみ
三代澤 恵美
髙田 知代子
入江 　祐子

武内 　亜弥
西村 　優子
渡辺 　靖子
大山 　真巨
仲村渠あや子
中村 　志穂
和田 　公輔

砂田 　達也
中田 　啓之
森 　祐輝雄
吉野 理絵子
奥田 　和代
村田 　千絵
北山 　利通

（英語英文学科４年）
（英語英文学科４年）
（国際日本文化学科４年）
（生活環境学科４年）
（生活環境学科４年）
（心理学科４年）
（こども教育学科４年）

（こども教育学科４年）
（こども教育学科４年）
（こども教育学科４年）
（英語英文学科３年）
（英語英文学科３年）
（国際日本文化学科３年）
（生活環境学科３年）

（社会情報学環３年）
（生活環境学科２年）
（心理学科２年）
（生活環境２年・女性キャリア２年）
（社会情報学環２年）
（女性キャリアデザイン学環２年）
（女性キャリアデザイン学環２年）

2026年度 学年暦 通常授業のない日
授業期間中（行事等実施日を含む）
オリエンテーション・行事等実施

授業実施日
フォローアップ期間
補講日

2026年10月 2026年11月

2026年12月 2027年1月 2027年2月 2027年3月

2026年4月 2026年5月 2026年6月 2026年7月

2026年8月 2026年9月

2日 大学院入学式
3日・6日・7日 オリエンテーション、履修相談会等
8日 授業開始日　29日 昭和の日
30日 事務取扱休止

1日 事務取扱休止
4日 みどりの日
6日 振替休日

3日 憲法記念日　
5日 こどもの日
23日 補講日

13日・27日 補講日 4日・18日・25日 補講日
20日 海の日（授業実施）
29日 前期授業最終日
7月30日～8月6日 フォローアップ期間

10日 事務取扱休止
11日 山の日
12日～17日 一斉休業

1日 大学院入試Ⅰ期
22日 国民の休日　
25日 前期卒業式

21日 敬老の日
23日 秋分の日　　
28日 授業開始

12日  スポーツの日（授業実施）
17日  補講日　
23日・24日・25日  ND祭（授業なし）

3日 文化の日　
19日 物故者追悼ミサ（午前授業なし）
23日 勤労感謝の日（授業実施） 28日 補講日

5日 補講日　8日 （創立記念日、授業実施）
12日・13日 カトリック女子大学総合スポーツ大会
17日 NDクリスマス（午後授業なし）
22日 12月の授業最終日
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25日 クリスマスの休日
29日～1月3日 年末年始
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6日 授業再開
13日 卒業研究発表会・口頭試問等（授業なし）
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29日 後期授業最終日
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11日 成人の日

1月30日～2月6日 フォローアップ期間
5日 大学院入試Ⅱ期
11日 建国記念の日
23日 天皇誕生日

10日 再試験
19日 キャップガウン試着日（卒業予定者）
20日 卒業式
21日 春分の日
22日 振替休
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会長挨拶
京都ノートルダム女子大学育友会

会　長　北庄司　智美

学長挨拶
京都ノートルダム女子大学

学　長　酒井　久美子

キリスト教精神による女性の教育と「徳と知」を兼ね備えた女性
を育成することを建学の精神として学ぶことは、今を分析し、未来を
見通す力、社会を読み解ける力を養い、コミュニケーション能力を
高め、周囲を思いやる心を育むことへ繋がるでしょう。
こちらで大学生活を送るからこそ見ることができる景色を、ここで

しか見ることができない「今」を育友会一丸となって応援して参ります。
今後とも皆様の御心をお寄せいただき、ご参加、ご支援を賜りま

すようお願い致します。末筆ではございますが、皆様の健康とご多
幸をお祈り申しあげます。

保証人の皆様、日頃より育友会活動にご協力を賜り、ありがとう
ございます。
桜が咲き誇る春を経て、初夏の風を感じる6月を迎えます。
全国トップ水準の福祉、教育、子育て支援と称される国際文化観
光都市京都で京都ノートルダム女子大学に在籍されるお嬢様にお
かれましては、未来を発展させる持続可能な取り組みを習得され、
更には世界に通じる新しい力として成長されることを祈念致します。
ND育友会では、大学と家庭との連携を緊密にし、お嬢様の学生
生活がより豊かになることを願い、様々な事業や学生支援活動を計
画しています。

教育の中で培われる思いやりや誠実さ、他者とともに生きる姿勢
は、これからの社会においてますます重要になるものと考えており
ます。
最も大切にすることは、対話を通してよりよい大学環境を整える

ことです。ミッションコミットメントにもありますが、「尊ぶ、対話する、
共感する、行動する」をしっかりと体現してまいります。多くの可能性
を秘めた学生たちは、大学生活の中で学問はもちろん、人との出会
いやさまざまな経験を通して、自分らしい歩みを見つけていきます。
私たち教職員は、学生一人ひとりに寄り添い、その成長を支え、安心
して学び挑戦できる環境を整えることに尽力してまいります。
学生の成長には、大学とご家庭との連携が欠かせません。今後と

も皆さまと心を合わせながら、学生一人ひとりの歩みを温かく見
守ってまいりたいと存じます。引き続き本学の教育へのご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

ND育友会の皆さま、平素は本学の教育活動に温かいご理解とご
協力を賜り、誠にありがとうございます。この度ご縁をいただき、学
長を務めることになりました、酒井久美子と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。私自身、本学の卒業生（英語英文学科）でもあ
り、卒業の翌年から教員として約40年本学での教育に携わってきま
した。その間、専門を英語から福祉に広げ、現在は、生活環境学科で
地域福祉を専門に授業等を担当しております。
昨年決定された募集停止は言葉にならないくらい衝撃的な出来
事でした。それは、お嬢様方にとっても保証人の皆さまにとっても同
様、あるいはそれ以上であったと拝察いたします。この状況でこれか
らの大学運営を任された者として、その責任の重さに身の引き締ま
る思いでおります。本学はミッション系大学として、知識や専門性を
身につけるだけでなく、一人ひとりの人間性を大切にし、他者を尊び
社会に貢献できる人を育てる教育を大切にしてまいりました。その
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第62回卒業式・第23回学位授与式
2026年度ND育友会総会を開催します。ND育友会の活動報告、予決算についての議案の他、大学からの近況報告等も予定
しております。総会後には、個別相談会もございますので、直接、担当の教職員の皆様とお話しできる貴重な機会です。皆様
のご参加をお待ちしております。

2026年度ND育友会総会  ＜6月28日（日）13時開会 本学ユニソン会館にて＞

総会資料（議案書および予決算）はホームページでの事前公開とし、Webによる事前質問を承ります。ご質問はフォームよ
り必要事項のご記入をお願い申しあげます。皆様からいただきましたご意見ご質問は総会当日および、ホームページにてご
報告予定です。ご意見ご質問につきましては、事前受付のみとさせていただき、個別回答は致しかねますので、ご了承くださ
い。なお、資料の閲覧にはパスワードが必要です。　

総会資料の公開とご意見ご質問につきまして

ND育友会の主な支援事業について

2025年度ND育友会事業計画により、以下のとおり、卒業（修了）記念品の贈呈を行いました（前期卒業生含む）。
皆様のご支援による記念品が、いつまでも卒業生たちの大切な思い出になりますように。
大学院 ： CROSSボールペン（学名入り）　77,550円　　学部生 ： 卒業リング　1,867,250円

撮影にご協力いただきました皆様、
ありがとうございました

2025年度支援事業

2025年度事業報告については、去る3月7日開催「第2回評議員会」に於きまして、役員会理事、評議員の全会一致
により承認されました。別記、卒業記念品の他、以下のとおり教育・学生生活へ支援しました。2026年度事業案につ
いては、新役員会による協議を経て、総会にて付議いたします。

秋恒例の教育懇談会では、趣向を凝らした講座や講演会を開催し
てきました。
今年度は京都ノートルダム女子大学創立65周年を記念し、酒井学
長をはじめ教職員の皆様との交流時間を中心に懇談会を企画しま
す。学生生活における大学の過ごし方や大学のこれからについて茶話
会スタイルでの開催予定です。保証人の皆様におかれましては、ご家
族・お嬢様もご一緒に気軽にご参加ください。お待ちしております。
（事前申込制）

ND育友会主催
「ND育友会懇親会」
開催のお知らせ

2026年 9月13日（日）
京都ノートルダム女子大学会 場

2026年3月14日（土）、第62回卒業式・第23回学位授与式が執り行われ、
卒業・修了生200名（学部生187名、大学院生13名）が式に臨みました。

大学ホームページにNEWS掲載
https://www.notredame.ac.jp/news/第62回卒業式・第23回学位授与式を挙行しました/

ND育友会行事予定

ND育友会行事予定

京都ノートルダム女子大学ND育友会会長　北庄司 智美

※表紙記載のお申込みフォームからもリンクしています。

京都ノートルダム女子大学ND育友会HP

https://www.notredame.ac.jp/nd/nd-guardian/
パスワード ： ikuyukai2026

報告事項 ①　2026年度 役員評議員報告
　　　　 ②　2025年度 事業報告
審議事項 ①　2025年度 収支決算報告案
審議事項 ②　2026年度 事業計画案
審議事項 ③　2026年度 収支予算案
審議事項 ④　会則一部改定案

資料掲示期間 ： 2026年6月2日（火）～16日（火）

学生用の施設設備の助成等
教育環境の整備

クラブ等課外活動・学生行事支援
活動資金や遠征費、連盟登録費、
技術向上・育成資金、講師指導料
等、各団体の活動内容に則した活
動資金を補助。

ND祭補助金
費用全体の約4割、200万円を補助。 

クリスマスイルミネーション設置補助
費用全体の約5割、100万円を補助。

学習教育研究災害傷害保険
うち通学特約分を助成。

日経BP検索サービス
https://bizboard.nikkeibp.co.jp/a
cademic/

産学連携プロジェクト等の教育支援
（物品購入費用および連携活動参
加交通費の補助）
一例：「誰もが快適な生理を」「北山
エリア賑わい創出事業」等
詳細は大学ホームページ、SNS等で
ご確認いただけます。

学生相談室行事
学生のメンタルヘルスサポート、
ワークショップ開催等の費用。

ND育友会特別援助奨学金
今年度給付：4名80万円
修学の熱意があるにもかかわらず、
家計急変のため経済的に学業の継
続が困難になった学生に給付し、
学費の一部として充当。（申請者1名
につき20万円・1回まで）

慶弔費
保証人様等ご逝去の際のお香典、
関係先式典出席の際の祝い金等。

ND祭への参画
オンラインバザー（寄付金付き）に
よるオリジナル商品の販売を行い、
寄付金163,981円をND育友会の学
生支援助成費に充当。



第62回卒業式・第23回学位授与式
2026年度ND育友会総会を開催します。ND育友会の活動報告、予決算についての議案の他、大学からの近況報告等も予定
しております。総会後には、個別相談会もございますので、直接、担当の教職員の皆様とお話しできる貴重な機会です。皆様
のご参加をお待ちしております。

2026年度ND育友会総会  ＜6月28日（日）13時開会 本学ユニソン会館にて＞

総会資料（議案書および予決算）はホームページでの事前公開とし、Webによる事前質問を承ります。ご質問はフォームよ
り必要事項のご記入をお願い申しあげます。皆様からいただきましたご意見ご質問は総会当日および、ホームページにてご
報告予定です。ご意見ご質問につきましては、事前受付のみとさせていただき、個別回答は致しかねますので、ご了承くださ
い。なお、資料の閲覧にはパスワードが必要です。　

総会資料の公開とご意見ご質問につきまして

ND育友会の主な支援事業について

2025年度ND育友会事業計画により、以下のとおり、卒業（修了）記念品の贈呈を行いました（前期卒業生含む）。
皆様のご支援による記念品が、いつまでも卒業生たちの大切な思い出になりますように。
大学院 ： CROSSボールペン（学名入り）　77,550円　　学部生 ： 卒業リング　1,867,250円

撮影にご協力いただきました皆様、
ありがとうございました

2025年度支援事業

2025年度事業報告については、去る3月7日開催「第2回評議員会」に於きまして、役員会理事、評議員の全会一致
により承認されました。別記、卒業記念品の他、以下のとおり教育・学生生活へ支援しました。2026年度事業案につ
いては、新役員会による協議を経て、総会にて付議いたします。

秋恒例の教育懇談会では、趣向を凝らした講座や講演会を開催し
てきました。
今年度は京都ノートルダム女子大学創立65周年を記念し、酒井学
長をはじめ教職員の皆様との交流時間を中心に懇談会を企画しま
す。学生生活における大学の過ごし方や大学のこれからについて茶話
会スタイルでの開催予定です。保証人の皆様におかれましては、ご家
族・お嬢様もご一緒に気軽にご参加ください。お待ちしております。
（事前申込制）

ND育友会主催
「ND育友会懇親会」
開催のお知らせ

2026年 9月13日（日）
京都ノートルダム女子大学会 場

2026年3月14日（土）、第62回卒業式・第23回学位授与式が執り行われ、
卒業・修了生200名（学部生187名、大学院生13名）が式に臨みました。

大学ホームページにNEWS掲載
https://www.notredame.ac.jp/news/第62回卒業式・第23回学位授与式を挙行しました/

ND育友会行事予定

ND育友会行事予定

京都ノートルダム女子大学ND育友会会長　北庄司 智美

※表紙記載のお申込みフォームからもリンクしています。

京都ノートルダム女子大学ND育友会HP

https://www.notredame.ac.jp/nd/nd-guardian/
パスワード ： ikuyukai2026

報告事項 ①　2026年度 役員評議員報告
　　　　 ②　2025年度 事業報告
審議事項 ①　2025年度 収支決算報告案
審議事項 ②　2026年度 事業計画案
審議事項 ③　2026年度 収支予算案
審議事項 ④　会則一部改定案

資料掲示期間 ： 2026年6月2日（火）～16日（火）

学生用の施設設備の助成等
教育環境の整備

クラブ等課外活動・学生行事支援
活動資金や遠征費、連盟登録費、
技術向上・育成資金、講師指導料
等、各団体の活動内容に則した活
動資金を補助。

ND祭補助金
費用全体の約4割、200万円を補助。 

クリスマスイルミネーション設置補助
費用全体の約5割、100万円を補助。

学習教育研究災害傷害保険
うち通学特約分を助成。

日経BP検索サービス
https://bizboard.nikkeibp.co.jp/a
cademic/

産学連携プロジェクト等の教育支援
（物品購入費用および連携活動参
加交通費の補助）
一例：「誰もが快適な生理を」「北山
エリア賑わい創出事業」等
詳細は大学ホームページ、SNS等で
ご確認いただけます。

学生相談室行事
学生のメンタルヘルスサポート、
ワークショップ開催等の費用。

ND育友会特別援助奨学金
今年度給付：4名80万円
修学の熱意があるにもかかわらず、
家計急変のため経済的に学業の継
続が困難になった学生に給付し、
学費の一部として充当。（申請者1名
につき20万円・1回まで）

慶弔費
保証人様等ご逝去の際のお香典、
関係先式典出席の際の祝い金等。

ND祭への参画
オンラインバザー（寄付金付き）に
よるオリジナル商品の販売を行い、
寄付金163,981円をND育友会の学
生支援助成費に充当。
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ND育友会総会開催のお知らせ
開催日：2026年6月28日（日）　場所：京都ノートルダム女子大学

出席お申込み
ご欠席委任状について

受付開始
第1部 ND育友会総会
第2部 個別相談会（一組15分程度）

12：30
13：00～14：00
14：00～16：00
皆様のご参加をお待ちしております。ご出席の場合、第1部、第2部の
項目選択をお願いします。残念ながらご欠席される場合は、フォームよ
り委任状提出のご協力をお願いします。
総会資料につきましては、ＮＤ育友会ホームページ内で期間限定公開
予定です。お手数ですが、パスワードをご入力後ログインし、ご確認くだ
さい。お申込みフォームからも閲覧可能です。アクセスできない場合は、
事務局までお問合せくださいますようお願い致します。

受付期間：2026年6月2日（火）～16日（火）
右記二次元コードからお願いします

https://forms.gle/4ZKuk2sNZRAeGtVv7
資料閲覧パスワード ： ikuyukai2026

ご連絡・お問合せ
京都ノートルダム女子大学ND育友会事務局
（総務企画課内）　
電話：（075）706-3700（月～金9：00～17：00）　
E-mail： ikuyukai@notredame.ac.jp

2026年度ND育友会役員

ここでしか経験できないこと、NDだからこそ見える景色を楽しみにしています♪

会　長 北庄司 智美　現代人間学部生活環境学科 4年次生

娘と過ごす残り少ない時間をノートルダムで過ごしたいと思います。

副会長 田中 由紀子　現代人間学部生活環境学科 3年次生

子ども達の大切な学生生活を側で見守る幸せに感謝です。

監　事 喜多 智子　現代人間学部心理学科 2年次生

それぞれのキャンパスライフが豊かになるよう応援します。

理　事 馬場  巌　社会情報学環 4年次生

受け継がれてきた伝統を大切に、学生生活の一助になればと思います。

理　事 境谷 貴子　現代人間学部心理学科 4年次生

学生の皆さんが最後まで楽しい大学生活を過ごせるようお手伝いしていきたいと思っています。
理　事 堀部 佳子　現代人間学部生活環境学科 3年次生

こどもが夢に向かって充実した大学生活を送れるよう応援したいと思います。

理　事 上林 優　現代人間学部こども教育学科 3年次生

NDでの今、この時を楽しみましょう！

理　事 中西 哲哉　現代人間学部生活環境学科 2年次生

2026年度ND育友会評議員
山下 　　央
横江 　由美
水嶋 　忠雄
植松 まゆみ
三代澤 恵美
髙田 知代子
入江 　祐子

武内 　亜弥
西村 　優子
渡辺 　靖子
大山 　真巨
仲村渠あや子
中村 　志穂
和田 　公輔

砂田 　達也
中田 　啓之
森 　祐輝雄
吉野 理絵子
奥田 　和代
村田 　千絵
北山 　利通

（英語英文学科４年）
（英語英文学科４年）
（国際日本文化学科４年）
（生活環境学科４年）
（生活環境学科４年）
（心理学科４年）
（こども教育学科４年）

（こども教育学科４年）
（こども教育学科４年）
（こども教育学科４年）
（英語英文学科３年）
（英語英文学科３年）
（国際日本文化学科３年）
（生活環境学科３年）

（社会情報学環３年）
（生活環境学科２年）
（心理学科２年）
（生活環境２年・女性キャリア２年）
（社会情報学環２年）
（女性キャリアデザイン学環２年）
（女性キャリアデザイン学環２年）

2026年度 学年暦 通常授業のない日
授業期間中（行事等実施日を含む）
オリエンテーション・行事等実施

授業実施日
フォローアップ期間
補講日

2026年10月 2026年11月

2026年12月 2027年1月 2027年2月 2027年3月

2026年4月 2026年5月 2026年6月 2026年7月

2026年8月 2026年9月

2日 大学院入学式
3日・6日・7日 オリエンテーション、履修相談会等
8日 授業開始日　29日 昭和の日
30日 事務取扱休止

1日 事務取扱休止
4日 みどりの日
6日 振替休日

3日 憲法記念日　
5日 こどもの日
23日 補講日

13日・27日 補講日 4日・18日・25日 補講日
20日 海の日（授業実施）
29日 前期授業最終日
7月30日～8月6日 フォローアップ期間

10日 事務取扱休止
11日 山の日
12日～17日 一斉休業

1日 大学院入試Ⅰ期
22日 国民の休日　
25日 前期卒業式

21日 敬老の日
23日 秋分の日　　
28日 授業開始

12日  スポーツの日（授業実施）
17日  補講日　
23日・24日・25日  ND祭（授業なし）

3日 文化の日　
19日 物故者追悼ミサ（午前授業なし）
23日 勤労感謝の日（授業実施） 28日 補講日

5日 補講日　8日 （創立記念日、授業実施）
12日・13日 カトリック女子大学総合スポーツ大会
17日 NDクリスマス（午後授業なし）
22日 12月の授業最終日
28日 事務取扱休止

25日 クリスマスの休日
29日～1月3日 年末年始

1日 元日
6日 授業再開
13日 卒業研究発表会・口頭試問等（授業なし）
9日・16日・23日 補講日
29日 後期授業最終日

4日 事務取扱休止
11日 成人の日

1月30日～2月6日 フォローアップ期間
5日 大学院入試Ⅱ期
11日 建国記念の日
23日 天皇誕生日

10日 再試験
19日 キャップガウン試着日（卒業予定者）
20日 卒業式
21日 春分の日
22日 振替休

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
 1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

 

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

会長挨拶
京都ノートルダム女子大学育友会

会　長　北庄司　智美

学長挨拶
京都ノートルダム女子大学

学　長　酒井　久美子

キリスト教精神による女性の教育と「徳と知」を兼ね備えた女性
を育成することを建学の精神として学ぶことは、今を分析し、未来を
見通す力、社会を読み解ける力を養い、コミュニケーション能力を
高め、周囲を思いやる心を育むことへ繋がるでしょう。
こちらで大学生活を送るからこそ見ることができる景色を、ここで

しか見ることができない「今」を育友会一丸となって応援して参ります。
今後とも皆様の御心をお寄せいただき、ご参加、ご支援を賜りま

すようお願い致します。末筆ではございますが、皆様の健康とご多
幸をお祈り申しあげます。

保証人の皆様、日頃より育友会活動にご協力を賜り、ありがとう
ございます。
桜が咲き誇る春を経て、初夏の風を感じる6月を迎えます。
全国トップ水準の福祉、教育、子育て支援と称される国際文化観
光都市京都で京都ノートルダム女子大学に在籍されるお嬢様にお
かれましては、未来を発展させる持続可能な取り組みを習得され、
更には世界に通じる新しい力として成長されることを祈念致します。
ND育友会では、大学と家庭との連携を緊密にし、お嬢様の学生
生活がより豊かになることを願い、様々な事業や学生支援活動を計
画しています。

教育の中で培われる思いやりや誠実さ、他者とともに生きる姿勢
は、これからの社会においてますます重要になるものと考えており
ます。
最も大切にすることは、対話を通してよりよい大学環境を整える

ことです。ミッションコミットメントにもありますが、「尊ぶ、対話する、
共感する、行動する」をしっかりと体現してまいります。多くの可能性
を秘めた学生たちは、大学生活の中で学問はもちろん、人との出会
いやさまざまな経験を通して、自分らしい歩みを見つけていきます。
私たち教職員は、学生一人ひとりに寄り添い、その成長を支え、安心
して学び挑戦できる環境を整えることに尽力してまいります。
学生の成長には、大学とご家庭との連携が欠かせません。今後と

も皆さまと心を合わせながら、学生一人ひとりの歩みを温かく見
守ってまいりたいと存じます。引き続き本学の教育へのご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

ND育友会の皆さま、平素は本学の教育活動に温かいご理解とご
協力を賜り、誠にありがとうございます。この度ご縁をいただき、学
長を務めることになりました、酒井久美子と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。私自身、本学の卒業生（英語英文学科）でもあ
り、卒業の翌年から教員として約40年本学での教育に携わってきま
した。その間、専門を英語から福祉に広げ、現在は、生活環境学科で
地域福祉を専門に授業等を担当しております。
昨年決定された募集停止は言葉にならないくらい衝撃的な出来
事でした。それは、お嬢様方にとっても保証人の皆さまにとっても同
様、あるいはそれ以上であったと拝察いたします。この状況でこれか
らの大学運営を任された者として、その責任の重さに身の引き締ま
る思いでおります。本学はミッション系大学として、知識や専門性を
身につけるだけでなく、一人ひとりの人間性を大切にし、他者を尊び
社会に貢献できる人を育てる教育を大切にしてまいりました。その
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